
第50回定時株主総会招集ご通知に際しての

インターネット開示事項

連 結 注 記 表
個 別 注 記 表

（2018年４月１日から2019年３月31日まで）

当社は、第50回定時株主総会招集ご通知に際して提供すべき書類のうち、連結注記表および個別注記表につき
ましては、法令および定款第16条の規定に基づき、当社ホームページ（https://www.geostr.co.jp）に掲載
することにより株主の皆さまに提供しております。
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連結注記表
１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項
（1）連結の範囲に関する事項

連結子会社の状況
すべての子会社（３社）を連結しております。

ジオファクト株式会社
GEOSTR-RV PTE.LTD.
GEOSTR RV（M）SDN.BHD.

（2）持分法の適用に関する事項
該当ありません。

（3）連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社のうち、GEOSTR-RV PTE.LTD.及びGEOSTR RV（M）SDN.BHD.の海外２社の決算日は、
12月31日です。連結計算書類の作成にあたっては、同社の決算日の計算書類を使用し、連結決算日との
間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っています。

（4）会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法
イ．有価証券
・その他有価証券
時価のあるもの 連結会計年度の末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部

純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）
時価のないもの 移動平均法による原価法

ロ．たな卸資産
・商品、製品、原材料、仕掛品
（未成工事支出金除く）、貯蔵品

移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿
価切下げの方法により算定）

・仕掛品（未成工事支出金） 個別法による原価法
② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。
イ．有形固定資産 定率法によっております。
（リース資産を除く） ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除

く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築
物については定額法によっております。
また、ＮＭセグメントの製造に係る資産の内、特定のプロジェクト
のみに係る機械装置等は、プロジェクトの期間を耐用年数とする定
額法によっております。
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ロ．無形固定資産
・自社利用のソフトウエア 社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。
・その他の無形固定資産 定額法によっております。
ハ．リース資産
・所有権移転外ファイナンス・
リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数として、残存価額を零とする定額法によって
おります。

③ 重要な引当金の計上基準
イ．貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性
を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

ロ．賞与引当金 従業員賞与の支給に備えるため、賞与支給見込額のうち当連結会計
年度に負担すべき額を計上しております。

ハ．関係会社事業損失引当金 子会社に対する将来の損失に備えるため、損失見込額を計上してお
ります。

ニ．受注損失引当金 受注契約に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度末におけ
る受注案件のうち、損失の発生が見込まれ、かつ、その金額を合理
的に見積ることができるものについて、その損失見込額を受注損失
引当金に計上しております。

ホ．訴訟損失引当金 訴訟に対する損失に備えるため、将来発生する可能性のある損失を
見積り、必要と認められる額を計上しております。

ヘ．役員退職慰労引当金 役員に対する退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規程
に基づく期末要支給額を計上しております。

④ 退職給付に係る会計処理の方法
イ．退職給付見込額の期間帰属方
　 法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末
までの期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によって
おります。

ロ．数理計算上の差異及び過去勤
　 務費用の費用処理方法

数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従
業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（７年）による定額法に
より、発生の翌連結会計年度から費用処理しております。
過去勤務費用については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間
以内の一定の年数（７年）による定額法により、費用処理しており
ます。

ハ．小規模企業等における簡便法
　 の採用

一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算
に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方
法を用いた簡便法を適用しております。
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⑤ 重要な収益及び費用の計上基準
完成工事高及び完成工事原価の計上基準
イ．当連結会計年度末までの進捗
　 部分について成果の確実性が
　 認められる工事

工事進行基準
（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

ロ．その他の工事 工事完成基準
⑥ その他連結計算書類作成のための重要な事項
　消費税等の会計処理 消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

２．表示方法の変更
　連結貸借対照表
　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）に伴う、「会社法
施行規則及び会社計算規則の一部を改正する省令」（法務省令第５号 2018年３月26日）を当連結会計年
度から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示す
る方法に変更しております。

３．連結貸借対照表に関する注記
（1）有形固定資産の一部を次のとおり担保に供しております。

工場財団
担保に供している資産
建物及び構築物 227,808千円
機械装置及び運搬具 10,869千円
土地 3,133,870千円
計 3,372,548千円

担保に付している債務
短期借入金 50,000千円

（2）有形固定資産の減価償却累計額 14,149,894千円
（3）期末日満期手形

期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。
なお、連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、期末残高に含まれてお
ります。
支払手形 210,895千円
設備関係支払手形（流動負債その他） 3,074千円
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４．連結損益計算書に関する注記
　 特別損失に計上されている関係会社事業損失には、GEOSTR-RV PTE.LTD.に係わる固定資産の減損損失
456,648千円と関係会社事業損失引当金繰入額144,796千円が含まれております。

５．連結株主資本等変動計算書に関する注記
（1）発行済株式の総数に関する事項
株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度期末の株式数
普 通 株 式 31,530,000株 ― ― 31,530,000株
（2）自己株式の数に関する事項
株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度期末の株式数
普 通 株 式 245,033株 ― ― 245,033株
（3）剰余金の配当に関する事項
① 配当金支払額等
2018年６月27日開催の第49回定時株主総会決議による配当に関する事項
・配当金の総額 500,559千円
・１株当たり配当額 16.0円
・基準日 2018年３月31日
・効力発生日 2018年６月28日

2018年11月13日開催の第538回取締役会決議による配当に関する事項
・配当金の総額 156,424千円
・１株当たり配当額 5.0円
・基準日 2018年９月30日
・効力発生日 2018年12月４日

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度になるもの
2019年６月26日開催の第50回定時株主総会決議による配当に関する事項
・配当金の総額 453,632千円
・配当の原資 利益剰余金
・１株当たり配当額 14.5円
・基準日 2019年３月31日
・効力発生日 2019年６月27日
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６．金融商品に関する注記
（1）金融商品の状況に関する事項

当社グループは、資産運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関からの借入により資金を
調達しております。
受取手形及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、販売管理規程及び与信管理要領に沿ってリスク低減を図
っております。また、投資有価証券は株式であり、上場株式については四半期ごとに時価の把握を行ってお
ります。
借入金の使途は、運転資金（主として短期）及び設備投資資金（長期）であります。

（2）金融商品の時価等に関する事項
2019年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。
（単位：千円）

連結貸借対照表計上額（＊） 時価（＊） 差額
（1）現金及び預金 1,137,170 1,137,170 ―
（2）預け金 1,768,441 1,768,441 ―
（3）受取手形及び売掛金 7,776,671 7,776,671 ―
（4）未収入金 3,627,811 3,627,811 ―
（5）投資有価証券

その他有価証券 1,284,733 1,284,733 ―

（6）支払手形及び買掛金 （4,966,479） （4,966,479） ―
（7）未払金 （2,622,659） （2,622,659） ―
（8）短期借入金 （920,637） （920,637） ―
（9）長期借入金
　 （一年内返済長期借入金を含む） （1,200,000） （1,201,825） （1,825）

（＊） 負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。
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（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項
（1）現金及び預金、（2）預け金、（3）受取手形及び売掛金、並びに（4）未収入金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってお
ります。

（5）投資有価証券
その他有価証券
これらの時価については、取引所の価格によっております。

（6）支払手形及び買掛金、（7）未払金、並びに（8）短期借入金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってお

ります。
（9）長期借入金（一年内返済長期借入金を含む）

長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割
り引いて算定する方法によっております。

（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品
（単位：千円）

区分 連結貸借対照表計上額
非上場株式 14,512

これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、「（5）
投資有価証券 その他有価証券」には含めておりません。

７．１株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 632円19銭
（2）１株当たり当期純利益 64円65銭

（注） 連結計算書類中の記載数字は、表示単位未満の端数を切り捨てております（１株当たり情報については、
表示単位未満を四捨五入）。
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個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項
（1）資産の評価基準及び評価方法
① 子会社株式 移動平均法による原価法
② 有価証券
・その他の有価証券
時価のあるもの 事業年度の末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資

産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）
時価のないもの 移動平均法による原価法

③ たな卸資産
・商品、製品、原材料、
　仕掛品（未成工事支出金除く）、
　貯蔵品

移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿
価切り下げの方法により算定）

・仕掛品（未成工事支出金） 個別法による原価法

（2）固定資産の減価償却の方法
法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。
① 有形固定資産 定率法によっております。
（リース資産を除く） ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除

く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築
物については定額法によっております。
また、ＮＭセグメントの製造に係る資産の内、特定のプロジェクト
のみに係る機械装置等は、プロジェクトの期間を耐用年数とする定
額法によっております。

② 無形固定資産
・自社利用のソフトウエア 社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっておりま

す。
・その他の無形固定資産 定額法によっております。
③ リース資産
・所有権移転外ファイナンス・
　リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数として、残存価額を零とする定額法によって
おります。
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（3）引当金の計上基準
① 貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性
を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金 従業員賞与の支給に備えるため、賞与支給見込額のうち当事業年度
に負担すべき額を計上しております。

③ 関係会社事業損失引当金 子会社に対する将来の損失に備えるため、損失見込額を計上してお
ります。

④ 受注損失引当金 受注契約に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末における受
注案件のうち、損失の発生が見込まれ、かつ、その金額を合理的に
見積ることができるものについて、その損失見込額を受注損失引当
金に計上しております。

⑤ 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債
務及び年金資産の見込額に基づき、当事業年度末において発生して
いると認められる額を計上しております。退職給付引当金及び退職
給付費用の処理方法は、以下のとおりです。
イ．退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末
までの期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によ
っております。
ロ．数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における従
業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（７年）による定額
法により按分した額を、発生の翌事業年度から費用処理してお
ります。
過去勤務費用については、その発生時の従業員の平均残存勤務
期間以内の一定の年数（７年）による定額法により、費用処理
しております。

⑥ 役員退職慰労引当金 役員に対する退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規程
に基づく期末要支給額を計上しております。
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（4）その他計算書類作成のための基本となる事項
① 退職給付に係る会計処理 退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の

会計処理の方法は、連結計算書類における会計処理の方法と異なっ
ております。

② 消費税等の会計処理 消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

２．表示方法の変更
　貸借対照表

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）に伴う、「会社法
施行規則及び会社計算規則の一部を改正する省令」（法務省令第５号 2018年３月26日）を当事業年度か
ら適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示する方
法に変更しております。

３．貸借対照表に関する注記
（1）有形固定資産の一部を次のとおり担保に供しております。

工場財団
担保に供している資産
建物 199,587千円
構築物 28,220千円
機械及び装置 10,869千円
土地 2,193,637千円
計 2,432,315千円

担保に付している債務
１年内返済予定の長期借入金 50,000千円

（2）有形固定資産の減価償却累計額 13,511,235千円
（3）関係会社に対する金銭債権、債務は次のとおりであります。
① 短期金銭債権 1,883,018千円
② 短期金銭債務 436,424千円
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（4）期末日満期手形
期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。
なお、事業年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、期末残高に含まれておりま
す。
支払手形 210,895千円
設備関係支払手形（流動負債その他） 3,074千円

４．損益計算書に関する注記
（1）関係会社との取引高
① 売上高 19,068,022千円
② 仕入高 3,582,010千円
③ 出向者負担金の受入額 50,720千円
④ 営業取引以外の取引高 2,112千円

（2）特別損失に計上されている関係会社事業損失には、GEOSTR-RV PTE.LTD.に係わる株式評価損54,332千
円と関係会社事業損失引当金繰入額413,412千円が含まれております。

５．株主資本等変動計算書に関する注記
（1）発行済株式の総数に関する事項
株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度期末の株式数
普 通 株 式 31,530,000株 ― ― 31,530,000株

（2）自己株式の数に関する事項
株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度期末の株式数
普 通 株 式 245,033株 ― ― 245,033株
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６．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別内訳
繰延税金資産 （千円）
退職給付引当金 48,298
役員退職慰労引当金 36,281
未払事業税 37,315
賞与引当金 83,237
ゴルフ会員権評価損 2,495
減価償却費 172,901
土地評価損 12,990
棚卸資産評価損 6,007
資産除去債務 24,853
前受金調整 283,254
関係会社事業損失引当金 126,586
その他 69,104
繰延税金資産小計 903,327
評価性引当額 △94,100
繰延税金資産合計 809,227
繰延税金負債
固定資産圧縮積立金 11,659
その他有価証券評価差額金 305,637
資産除去債務 645
繰延税金負債合計 317,942
繰延税金資産の純額
固定資産－繰延税金資産 491,284
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７．関連当事者との取引に関する注記
（1）親会社及び法人主要株主等

種 類 会社等の
名称・住所

資本金又
は出資金
（千円）

事業の
内容

議決権等の
所有割合
（％）

関 係 内 容 取引の
内容

取引金額
（千円）
（注１）

科 目 期末残高
（千円）役員の

兼任等
事業上
の関係

親会社

新日鐵住金㈱
東京都
千代田区
（注４）

419,524,979

鉄鋼の
製造
及び
販売

（被所有）
直接
40.7
間接
1.6
計
42.3

兼任
あり
転籍
あり

土木製
品の受
託製造

土木製品の
受託製造
（注２）

19,068,022
売 掛 金 107,835

前 受 金 228,296

資金の
預託先

CMS預け金
（注３） 769,610

預け金 1,768,441
受取利息
（注３） 610

（注）１．上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれており
ます。

２．取引条件及び取引条件の決定方針等
上記取引については、個別交渉の上決定しております。

３．取引条件及び取引条件の決定方針等
資金の預託については、キャッシュ・マネジメント・システム（ＣＭＳ）利用契約を締結し、市場金
利を勘案して決定しております。なお、取引の実態を明瞭に開示するため、ＣＭＳ預け金の取引金額
は純額表示としております。

４．新日鐵住金㈱は、2019年４月１日付で日本製鉄㈱に社名変更いたしました。
（2）子会社及び関連会社等

種 類 会社等の
名称・住所

資本金又
は出資金

事業の
内容

議決権等の
所有割合
（％）

関 係 内 容 取引の
内容

取引金額
（千円）
（注１）

科 目 期末残高
（千円）役員の

兼任等
事業上
の関係

子会社
ジオファクト㈱
埼玉県
東松山市

30,000
（千円）

コンク
リート
製品の
製造

（所有）
直接
100.0

― 当社製品
の製造

当社製品
の製造
（注２）

3,442,933 未払金 271,271

子会社
GEOSTR-RV
PTE.LTD.
シンガポール

6,500
（千シンガポ
ールドル）

コンク
リート
セグメント
の販売

（所有）
直接
51.0

― 債務
保証

債務保証
（注３）

413,412
（注４） ― ―

（注）１．上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれており
ます。

２．取引条件及び取引条件の決定方針等
上記取引については、個別交渉の上決定しております。

３．取引条件及び取引条件の決定方針等
債務保証については、金融機関からの借入金等に対し行ったものであります。

４．債務保証の期末残高に対し、413,412千円の関係会社事業損失引当金を計上しております。
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（3）同一の親会社をもつ会社及びその他の関係会社の子会社等

種 類 会社等の
名称・住所

資本金又
は出資金
（千円）

事業の
内容

議決権等の
所有割合
（％）

関 係 内 容 取引の
内容

取引金額
（千円） 科 目 期末残高

（千円）役員の
兼任等

事業上
の関係

同一の
親会社
をもつ
会社

日鉄住金
ファイナンス㈱
東京都
千代田区
（注３）

1,000,000

金銭の
貸付、

金銭債権の
買取

― ―

手形の
譲渡先

手形の
譲渡
（注１）

7,421,664

未収入金 3,489,017
債権の
譲渡先

債権の
譲渡
（注２）

6,447,794

（注）１．取引条件及び取引条件の決定方針
手形の譲渡については、手形売買基本契約書を締結し、手形の額面金額にて譲渡を実施しておりま
す。

２．取引条件及び取引条件の決定方針等
債権の譲渡については、売掛債権売買基本契約書を締結し、債権金額にて譲渡を実施しております。

３．日鉄住金ファイナンス㈱は、2019年４月１日付で日鉄ファイナンス㈱に社名変更いたしました。

８．１株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 604円73銭
（2）１株当たり当期純利益 65円34銭

（注）計算書類中の記載数字は、表示単位未満の端数を切り捨てております（１株当たり情報については表示単
位未満を四捨五入）。
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